
44 技能と技術

ある日，ポリテクカレッジ滋賀の江口さんから

「リレートーク」という題のEメールが届きました。

本文を見るまでもなく，何が起きたのか悟りました。

江口さんとは学生時代（訓大で１期違い）からよく

知っていて，私がポリテクカレッジ香川に赴任する

際には，レンタカーでの引っ越しに同行して手伝っ

てもらったこともあります。そのとき，彼はもう丸

亀に来ることもないだろうから記念にと丸亀城に登

ったりしたのですが，その１年後，彼もポリテクカ

レッジ香川に赴任してきたという不思議な縁があり

ます。

◇

そんなこともあってリレーを断るわけにもいかず，

といって人様に紹介できるような話も思い当たりま

せん。困った末に，趣味の中から比較的身近な題材

で，しかし一般の人はあまり手をつけないような話

題を紹介することにしました。それは，パソコンに

よる「カーナビゲーション」と「カーステレオ」で

す。

香川から千葉に転勤した当初は，通勤路以外の道

路を走ると，迷ったうえに渋滞に巻き込まれること

がたびたびありました。そこでカーナビがほしいと

思うようになったのですが，パソコン好きな私はノ

ートパソコンで実現しようと思い立ちました。これ

が思いのほか簡単で，基本的にはノートパソコン，

PCカードのGPSアンテナ，地図ソフトがあればOK

です。結局一番面倒だったのは，車にノートパソコ

ンを取り付けるための台の工作でした。

自立航法機能がない，キーボードとマウスポイン

タで操作しなければならない（運転中の操作はまさ

に命取り）など，不満な点はいくつかありますが，

一応，便利に使用できており，自己満足しています。

次のカーステレオですが，はじめは車もパソコン

も無関係で，単に音楽番組「J-HIT20」（BS 5ch

「St.GIGA」のランキング番組）を録音して気に入

った曲を聴きたい，というのが発端でした。最初は

VHSビデオの３倍モードを使っていました。音質

もそこそこでテープ１本当たり２時間番組が３～４

本入ります。しかし選曲（頭出し）作業が面倒なこ

とが最大の欠点でした。

楽して選曲できないだろうか。そこで思いついた

のがパソコンです。しかし，CD相当(16b i t

44.1kHz)で録音すれば２時間で１GB。保存に不自

由することは目に見えていました。そこで，CD並

みの音質を保ちながらファイルサイズを１/14以下

にしてくれるTwinVQ（デモ版が無料で入手可能）

という形式で保管することにしました。その手順は，

①　パソコンで番組を録音（ファイルサイズ１GB）

②　１曲１ファイルに切り出し（１曲約40MB）

③　VQエンコーダーで圧縮（１曲約３MB）

④　曲目リストとVQファイルのリンクをhtmlで記

述

これで，CD-ROM１枚に150曲以上保管でき，

音楽の再生はブラウザ上から指示できるようになり

ます（TwinVQのプレイヤーはブラウザソフトのプ

ラグイン対応）。

この方法で平成９年頃から音楽データの保管を始

めたのですが，データが貯まってくると，もうやる

ことは決まっています。カーナビに使っているノー

トパソコンに音楽データをコピーし，ヘッドホン端

子にカセットテープアダプターをつなげばカーステ

レオの一丁あがり。現在，約500曲がノートパソコ

ンに入っており，CDチェンジャーを超えた，と自

己満足しています。
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現在，速いとは言えないノートパソコン

（pentium133）でも，カーナビ，カーステの同時使

用で問題なく動作しています（図１参照）。本来な

らここで「皆さんもぜひ」と言って締めたいところ

ですが，使い勝手の面では少々難があり，まだパソ

コン好きの道楽といったところでしょうか。

さて，文中のBS放送の音楽番組ですが，その存

在を知ったのは香川時代に対岸？のポリテクカレッ

ジ岡山の柳さんを訪ねたときのことでした。彼は江

口さんと同期ということもあり，何度か岡山の宿舎

におじゃましました。たいへんな新しい物好きで，

訪れるたびに新たな発見がありました。現在はポリ

テクセンター関西に勤務の柳さんにリレーします。

◇

最近では，技能ということばを耳にすることが少

なくなりました。その中でも唯一よく聞くのが相撲

の『技能賞』です。その反面，技術ということばは，

流行語でもあるかのように好んで使われ，よく耳に

します。この技能ということばがもっと認識して使

ってもらえるようにならなければ，社会的な評価も

上がらないように思います。

技能はどんな分野にでもあり，私たちは日常的に

それを使っていますが，それが技能だということを

あまり認識せずにいます。この技能と技術というこ

とばは一緒に用いることが少なくないようですが，

一見すると技術のほうが優れているような一般的な

明電ケミカル(株)佐久間君から次のリレートーク

に指名され，何を書けばよいのかわからないまま原

稿の締め切りが刻々と近づいてきています。佐久間

君とは職業訓練大学校時代の塗装科同級生で，昨年

は約20年ぶりぐらいの同級会の幹事としてクラス

のまとめ役をしていただき，大変懐かしく，また楽

しく過ごすことができました。私は頭のほうも薄く

なり，わからないのではないかと思いつつも，皆と

ても40代とは思えない若々しさで，学生時代とほ

とんど変わっていない人が多いのにはびっくりしま

した。また，諸先生方もお変わりなく，ますます元

気になられている様子でした。

図１　幕張メッセ付近にて
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見方があります。その例として，特に若い人などに

技能とはと聞いても，よくわからないとか，なんと

なく技術よりレベルが低いものだという印象しか持

っていません。これは技能と技術の違いが，一般社

会でよく認識して使われていないことを表していま

す。

会社などで，技能職，技術職という職域がありま

すが，この技能職の場合単純な労働，または誰でも

できるような労働をさして使う場合があり，あまり

よいイメージのことばとして使われていないような

気がします。そのためか本来，技能的な仕事も技術

職などと使う場合もあります。

技能と技術は，どちらが優れているとか比較する

こと自体無意味なことであり，両者とも相互に関係

深く，また両者とも優れていなければよいものは作

れません。技能は，人間の持っている１つの能力

（その中には感覚的なものも含まれる）だと思いま

す。その優れたものは，他の人にはまねできないも

のです。そして一流の技能士は，技能が優れている

とともに，人格的にも優れていなければなりません。

そういう人こそ，本来の技能士の称号に値し，この

能力はもっと社会的に評価されてもよいはずです。

技能士制度を普及させることと，技能士を多く出

すこととは違い，むしろもっとレベルの高い技能士

を出すことがその権威を高め，社会的な評価も上げ

るものだと思います。

◇

私の主観で勝手なことを書きましたが，もっと楽

しいことを書いてくれる塗装科１期下の熊本県立熊

本高等技術訓練校の垣下隆之さんにリレーしたいと

思います。


